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1.背景・目的 

大分県竹田市は 2005 年（平成１７年）の市町村合併に

伴い、岡城跡、武家屋敷、瀧廉太郎記念館などの史跡や

文化財、竹田湧水群や白水の滝などの名水、長湯温泉、

久住高原など、豊富な観光資源を抱えるようになった。       

その中でも、古くから竹田市のシンボルとされてきた

「岡城」は日本城郭協会の『日本の 100 名城』に認定さ

れた。しかし、明治期に建造物は取り壊されており、現

在は石垣を残すのみとなって城郭内の建造物を理解する

ことが困難な状況である。このため、現存する絵図や写

真、文献資料の調査に基づきコンピュータグラフィック

スを駆使した三次元立体映像で再現してリアルな映像を

作成することで地域住民や観覧者に対して史跡の理解を

深めることを目的とする。 

 

２．岡城の概要 

 岡城は戦国時代に志賀氏が岡城に入城後、豊臣秀吉の

天下統一のころに中川氏が移封し、竹田村に城下町を造

成しました。 

竹田市街地の東側標高 325m の阿蘇溶岩結凝灰岩の台地

上に位置し、その全体の面積は約 100ha(1,000,000 ㎡)に及

ぶ広大な城跡である。大野川の支流である稲葉川を北に、

白滝川を南に臨む険しい地形に築かれている。2 本の河川

は、台地の先端部で合流し、城を守る天然の濠の役目を

果たしている。遠く東に阿蘇山、北に久住連山に囲まれ、

城下町を眼下に見る台地に築かれた城である。 

岡城の曲輪は本丸、二の丸、三の丸、西の丸から構成

されており、東西に長い敷地となっている（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．地形的特性 

岡城周辺の地形的特性と広域的かつ近隣の可視領域を

把握し，岡城が周辺や遠方からどのように「見られてい

たか」を把握するものである。 

分析方法 

【システム】 

分析：ESRI 社製 ArcGIS9.1（ArcView） 

エクステンション：Spatial Analyst および 3D Analyst 

地形データのソースデータ：ArcGIS で利用可能なように

変換するために，数値地図データ変換ツール（ESRI Japan

製）を利用。 

【データ】 

国土地理院発行数値地図 50m メッシュ（標高）を用いる。

20 万分の 1 地勢図の区画における「大分」を範囲として

設定した。変換したデータを ESRI GRID へ変換し，

ArcGIS 上で描画させたものである（図２）。           

 

 

先に構築した「大分」を対象として、岡城(本丸付近)

を視点として可視分析行う。ArcGIS Spatial Analyst および

観測点設定支援ツールを用いる。 

【観測点および目標地点の設定】 

・観測点   オフセット 25.0m 

・目標地点  オフセット 25.0m 

・観測範囲  360° 

・観測距離  構築した標高データ全域 

・仰角 俯角 設定なし 

データはあくまでも地表面上のデータであり、複雑な地

形を考慮し観測点および目標地点のオフセットはそれぞ

れ高めに設定した。 

図１ 敷地図 

図２ ArcGIS 上での GRID 表示 
右：解像度 約 50m の標高データ  左：解像度 約 50mの傾斜度データ 
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図５ 建物のモデル 

 

【分析結果】 

分析結果より，可視領域が広域的になっていることが

わかる。特に，最も遠い距離で約 50km の視距離を示した。

これは，天候あるいは曲率等に左右されるものであるた

め，実際の視距離は短くなるものと考えられるが，可視

領域としては広範囲にわたることがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

方位的には，南は近隣付近の可視領域が狭く，遠方の

山岳を見渡せるといえる。一方，北方は近隣から遠方ま

で見渡すことができる。また，可視領域は北よりも，北

西あるいは北東方面に広く展開していることがわかる。 

 表１は可視領域と不可視領域の Pixel 数を示したもので

ある。広域的にみれば，可視領域は極めて狭い範囲であ

るといえる。 

 

 

領域 Pixel 数 

可視領域 44,436 2.7％ 

不可視領域 1,608,604 97.3％ 

 

・岡城周辺の地形は複雑で，可視領域は低地部分よりも

むしろ高地部分での可視領域であるといえる。 

 

４．CGによる可視化 

 今回、モデル化に当たっ

ては AUTODESK MAYA を

用いて、CG 作成を行った。。 

 地形のモデル作成に当た

り、対象敷地は５ｍ間隔等

高線図を用い、精度を必要

としない周辺部に関しては、 

数値地図 25000 分の 1を用 

いて、モデリングを行った(図４)。 

建物に関しては、竹田市

による調査・発掘により、

二の丸・月見櫓、大手門な

どの復元図が作成されてい

るが、大部分の範囲は図面

が存在してない。今回は竹

田市が作成した図面を元に

CG を作成していくとともに、

図面がない所に関しては、

古絵図や文献などの資料を

基にして、図面を作成し、

CG 作成を行った（図５）。 

         

５．まとめ 

岡城からの可視領域およ

び周辺の地形的特性につい

て，比較的遠方でかつ高い

地点から岡城を望むことが

できるが，岡城の立地する

独特の地形的特性により，

近傍からの可視量は決し

て高くないことがわかっ

た。３次元ＣＧ作成に当

たって、時代背景、建築様式が問題となった。特に明和

８年の(1771)の火災では、西の丸御殿をはじめ、広範囲を

焼失する大火災となった。文献において、この年を境と

して、火災前と再建後の様式とで差異が見られた。これ

については、熊本大学名誉教授 北野隆氏、竹田市教育委

員会文化財課 佐伯治氏に助言・資料を提供して頂き、作

業を進めた。モデル完成後の効果として、地形的な解

析・特性の研究に応用させるとともに、アニメーション

や VR を使って、評価実験はもちろんのこと、竹田市民や

竹田を訪れる観光客にＶＲを体験していただき、今は無

き岡城の再認識を促すとともに、訪れる人達の理解を助

ける役割も担うことが考えられる。 
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表 1  領域と不可視領域の割合 

可視領域 

不可視領域 

約 50km 

観測点 

図３ 可視領域と不可視領域 

 

月見櫓 

三重櫓 

―774―




